




The various Aspect of Political Pluralism in Britain 






On this essay I research the thoughts of political pluralists in Britain, E.Barker, 
G.D.H.Cole, H.J.Laski. First I treat the political thought of E.Barker, and refer to his 
insists of democracy. Next I treat that of G.D.H.Cole, especially his view of Guilt 
Socialism. Last I treat that of H.J.Laski, especially his design of the pluralistic theory 
of the state. Considering the political thoughts of these men, I try to find something  
in common with each other, and consider significance of the thoughts of political 











19 世紀末から 20 世紀初頭にかけイギリス帝国主義は、国の内外において大きな障壁に
つきあたることになる。対外的にはドイツやアメリカの資本主義が、世界市場を占めるイ
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ギリスの敵としてあらわれたことであり、国内的には消費市場の圧迫による購買力の低下、





にはG.B.ショウ(George Bernard Shaw)やウェッブ夫妻(The Webbs)らによる「フェビアン
協会」(Fabian Society)(2)が設立されるに至る。このような労働者の政治的進出に対して新





















ートランド(Frederic William Maitland)(4)、J.N.フィギス(John Nevill Figgis)(5) 、E.バー
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イギリスにおける政治的多元主義の諸相 
カー(Ernest Barker)、G.D.H.コール(George Douglas Howard Cole)、H.J.ラスキ(Harold 























































































































































































































































































































































(1) 富岡次郎著 『イギリス社会主義運動と知識人』 三一書房、1980年、18～25頁。 





た。前者の主著に T.H.Green, Prolegomena to Ethics 1883、［西晋一郎訳 『グリーン氏倫理学』 金
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港堂、1902年］ 後者には B.Bosanquet, The Philosophic Theory of the State 1899. がある。 
(4) メートランド(1850～1906)は、イギリスの法制史家でケンブリッジ大学を卒業後母校の教授となっ
た。歴史的方法による国家内諸集団の法的地位の研究をし、団体人格実在説を唱えた。主著は
E.W.Maitlnd, F.Pollock, History of England Law before the Time Edward, 1875. がある。 
(5) フィッギス(1866～1919)はケンブッリジ大学を卒業後牧師についた政治学者である。特に国家と教
会の機能の分離を主張し、20 世紀初頭の多元的国家論者の一人にあげられる。主著に J.N.Figgis,  




(association)を概念化し多元的国家から一歩進んだ理論を展開した。主著に R.M.MacIver, The Web 
of Government, 1962.［秋永肇訳 『政府論』上下 勁草書房、1962年］がある。 
(7) デュギー(1859～1928)は、ボルドー大学の法学の教授で哲学的実証主義の立場からドイツ的法概念
を批判した。特に国家主権の概念を否定し地方分権と職能代表の理論を展開した。主著に L.Duguit, 
L’Etat:Le Droit Objectif et la Loi Positive 1901. がある。 
(8) E.Barker, Political Thought in England: Herbert Spenser to 1914. (Home University Library, 
No.104, 1948)［堀豊彦、杣正夫訳『イギリス政治思想Ⅳ―H.スペンサーから 1914年―』岩波書店、
1954年］ 




Age and Youth: Memories of Three Universities and Father of Man, 1953. p.335. 
(11) 近年の研究書として、J.Stapleton, Englishness and the Study of Politics :The Social and Political 
Thought of E.Barker, 1994. がある。 
(12) E.Barker, Reflection on Government, 1942. ［足立忠夫訳『現代政治の考察』勁草書房、1968年］
この著作は当時ファシズムとコミュニズムの勃興の中で、デモクラシーの危機とそれに対する絶対的
価値を主張し、その実現に向けて障害となっているものの克服の方法を解明しょうとしたものである。 
(13) G.D.H.Cole, Social Theory, 1920. ［野田福雄訳 「社会理論」『イギリスの社会主義思想』世界思想
教養全集 17巻 河出書房 1963年 所収］この著作はコールの社会観・国家観を述べたものとして重
要なものである。また、ギルド社会主義について述べたものには、G.D.H.Cole, Self-Government in 
Industry, 1917. G.D.H.Cole, Guld Socialism Restated, 1921. がある。これは実際上の政治的主張の
部分が強く、彼の国家理論を理解するには、「社会論」がより適当である。 








と彼との往復書簡集は有名である。M.D.Howe ed., Holmes-Laski Letters 1916-1935, 2Vols, 1953. 
［鵜飼信成訳 『ホームズーラスキ往復書簡』 岩波書店 1981年］ 
(16) H.J.Laski, A Grammar of Politics, 1925. ［日高明三、横越英一訳『政治学大綱』上下、法政大学出
版、1952～3年］ 
(17) H.J.Laski, The State in Theory and Practice, 1935.［石上良平訳 『国家―理論と現実』岩波書店、
1964年］ 
(18) H.J.Laski, Reflections on the Revolution of Our Time, 1943.［笠原美子訳『現代革命の考察』上下、
みすず書房、1950年］  
(19) ラスキのライフヒストリーを著したものには古くは、K.Martin, Harold Laski: A Biographical 
Memoir, 1953. ［山田文雄訳『ハロルド ラスキー社会主義者の歩み』社会思想研究会出版部､ 1955
年］がある。近年生誕 100 年を記念して、いくつかのライフヒストリーの書物が出版された。代表
的なものに次のものがある。I.Kramnich, B.Sheerman, Harold Laski: A Life on the Left, 1993.   
M.Newman, Harold Laski: A Political Biography 1993. 
(20) 「カントに帰れ」のスローガンの下に、彼の弟子や信奉者達がカント哲学の再構築を試みことから、
グループのこの名前がつけられた。この哲学は、当時の政治学、社会学、法律学、教育学にまで影響
を及ぼした。この学派の特色は学問論にあり、学問的認識を現実の描写に求めるのでなく、主体の方
法に基づいて初めて認識されるとしたのである。ここでの真理判断の客観性はまさに方法による統一
性によって保証されるとした。この学派はやがてH.コーエン(Herman Cohen)のマールブルク学派と
W.ヴィンデルバルト(Wilhelm Windelband)の西南学派にわかれるが、前者は社会主義の政治哲学と
しての機能を果たし、それは国家という共同体における人間存在の自己実現を追求するものであった。
そのために、国家が理想の実現の主体になり得ると説いたのである。 
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